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教育課程外における教育活動について 

 

１ 有識者検討会の要旨 

・ 「国・自治体において」、教育課程に係る教育時間終了後等においても、幼児の

学びや成長につながる教育活動が実施されるよう、幼稚園等におけるいわゆる

預かり保育について、より実践的な調査研究を進めることが必要。 

 

２ 区の現状 

・ 区立幼稚園では全園で平日 17 時までの預かり保育を実施しており、６園で夏季

及び冬季の預かり保育を実施しています。 

・ 令和７年度から、区立幼稚園１園で試行的に平日の預かり保育の時間を 17 時 30

分までに拡大するとともに、春季休業中の預かり保育を開始しています。 

・ 私立幼稚園では８園で預かり保育を実施しています。 

※ 区内幼稚園の預かり保育の実施状況は別紙参照 

 

３ 区が捉えている課題 

・ 区立幼稚園に対しては、平日の預かり時間の拡大や夏季等の長期休業中の預か

り保育の実施拡大について保護者からの要望があります。 

・ 幼稚園教育要領では、幼児の心身の負担に配慮し実施することとされており、

にじのはし幼稚園での時間拡大の状況等を検証しながら、今後の展開を検討す

る必要があります。 

 

４ 第１回・第２回検討会で出された主な意見 

・ 保育園しか選べない親の選択肢が増えると良い。 

・ 時間の関係で幼稚園に通わせられない家庭の選択肢を増やすために、預かり保

育について話し合いたい。 

・ 未就園児の保護者が見学に来てもお迎えの時間などの問題で入園は難しいと諦

める方がいるが、そうした方にも幼稚園に通ってもらえるようにしたい。 

・ 幼稚園を勧めても、預かりの時間が短い、平日日中に行われる保護者会に出席

できないなど、生活スタイルを考えるとハードルが高い状況。受け皿を広げる

ようにすれば、通える家庭も増えると思う。 

・ 子どもが減っている分、保育園にも空きが生じている。近隣の幼稚園と保育園

が連携して、教育時間は幼稚園、預かりは保育園でなど、施設間で垣根を超えて

連携していけると良い。 

・ 預かり保育の拡大には反対であり、幼稚園は幼稚園らしく子どもの育ちを保障

し、それを徹底的に追及していくのが任務である。 

・ 預かりの時間を長くしても子どもにとってつまらない時間だったらほとんど意
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味がないし、むしろ逆効果もあるのではと思う。 

・ 幼稚園と保育園がそれぞれの役割を果たせば良い。区内の保育園の 9 割には園

庭がなく、幼稚園と同等の幼児教育が提供できているとはいえないが、これら

の問題を解決し、時間の制約がある親の子どもは保育園に通わせるのが良い。 

 

５ 港区の幼児教育においてあるべき方向性 

＜各委員から１人３分程度でご意見を伺います。＞ 

委員それぞれのお立場で考える、今後の方向性等についてのご意見をお伺い

します。 

 

 

 




